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令和５年度 第２回周南市学校給食センター給食協議会（鹿野地区） 会議録 

【要約筆記】 

 

 日 時  令和５年１２月５日（火） １５:４５～１６：３０ 

 

 場 所  コアプラザかの １階 女性活動推進室 

 

 出席者  小学校給食担当者１名・中学校給食担当者 1名 

    小学校ＰＴＡ代表１名・学校給食課長 

鹿野学校給食センター所長・鹿野学校給食センター栄養教諭１名   

㈱日米クック業務総括責任者 

 

１ 会長あいさつ 

この協議会は、学期ごとに開催しており、給食の献立や給食物資の選定、給食全般に係

ることについて意見交換ができる貴重な場であると考えている。  

 学校給食の安全な取組として、異物混入ゼロを目指して日々努力しているところだが、

今学期、残念なことに、軽微なものも含めて相当数異物混入が発生している。他センター

で、金属ナットが混入する事例も発生しており、メーカーの協力を得て、調理器具の改修

を全て済ませたところである。  

今後も引き続き、異物混入がないように努力していきたいと思うので、皆さんの協力を

お願いしたい。  

また、本日の協議会で皆様方から頂いたご意見を参考にし、よりよい給食の提供につな

げていけるよう努めていきたい。 

 

２ 協議事項 

⑴ 令和５年度９月～１２月の献立について 

【所長】 

・12/14 串おでん；以前の協議会で串が危ないのではないかというご意見をいただいて

いたが、竹のマドラーを串代わりに使用する予定。栄養教諭と検討し、具材を実際に刺

してみたが、きちんと刺さり、かつ危険性もないと判断した。 

・12/19 クリスマス献立；事前に子供たちに３種類のケーキの中から一つを選んでもら

っているのでそれを提供する予定。 

【小学校給食主任】 

・いつもおいしく給食をいただいている。行事に合わせた献立や地場産給食など、手の

込んだものが多く、子ども達も教員も給食の時間を楽しみにしている。給食から伝統行

事やその由来を知ることも多く、非常に勉強になっており感謝している。 

【中学校給食主任】 

・一口メモが非常に勉強になる。 

・校長先生から、「給食を食べるのもあとわずか。これまで３５年、９校目にして最高
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に美味な給食をいただき感謝している」との言葉を預かってきた。 

・給食センターが隣にあり、２、３時間目ぐらいから給食のいい匂いがしてくるので、

今日の給食は何だろうと子どもたちがいつも給食を楽しみにしている。自校式のような

恵まれた環境は非常にありがたい。子ども達にとっては、給食が１日のうちのメーンに

なっているようだ。 

【ＰＴＡ代表】 

・子どもからの意見だが、瓦そばが不評だった。家で食べるのは、ぱりぱりであんか

けというイメージはなかった。 

⇒（中学校給食主任）６年生の野菜メニューコンクールの献立にあったもので、一般

の瓦そばとは違っていたが、「おいしい」と他の生徒のなかでは話題になっていた。 

・ジャンボいなりがとてもおいしかった。メープルシロップトーストは味がちょっと

薄いと言っていた。 

・地産地消のメニューが多く、給食で栄養補給をしていただいており感謝している。 

・先日の異物混入があったとき、給食の献立がだいぶ変更されていたようだが、結局

どうなったのか。 

⇒（所長）主菜のキムチーズ肉じゃがにプラスチック片が見つかり、原因が特定でき

なかったために、主菜を全て回収した。中学生については、おかずがない状態でご

飯だけを食べることになり、大変申し訳ないことをした。後日、代替品として、主

菜と同程度の単価になるように、デザートを２回に分けて提供した。 

⇒（ＰＴＡ代表）非常食とかの準備はないのか。今から冬になると物資が上がってこ

ないということも考えられるのでは。 

⇒（所長）ケチャップライスのストックはあったが、当日はご飯食だったので提供で

きないと判断した。これを受けて翌日、温めずに食べれるカレーのストックが本庁

にあるので、それを取りに行った。鹿野は地理的な問題もあるので、必ず非常時の

代替品のストックが必要だと考えている。 

 

（２）令和５年度３学期の献立（案）について 

【栄養教諭より説明】 

・１月 

  年の初めは食べやすい献立にしている。 

  ９日：アルファベットチーズが物資の関係で入らないので、他のチーズに変更する。 

 １０日：年明けうどんは、さぬきうどん振興協議会が麺の普及を目的としているもの。

他の給食センターでも取り入れており、目新しいメニュー。うどんや人参、はんぺ

んなどの紅白のものを入れ、新春を祝ううどんとした。 

 １１日：鏡開きということで白玉雑煮を取り入れている。 

１２日：縦割りパンにフルーツとホイップをあえたものを挟んで ホイップサンドにし

て食べてもらう予定。 

１５日～１９日：地場産給食週間ということで、地場産物をたくさん使った献立にし

ている。１８日は、来年度小学１年生になる鹿野こども園のお子さんの試食会を実
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施するので、食べやすい献立とした。 

２４日～３０日：全国学校給食週間。学校給食が戦後始まったことをお祝いする週間

になっている。日替わりで、山口県の郷土料理、昔の給食、イタリアの料理などイ

ベント的な給食を予定している。２６日のイタリア料理のときには、チェンチとい

う揚げ菓子をセンターで作って提供する。２９日は、せんべい汁の予定であったが、

先日の南部小麦にカビ毒が発生したことを受けて、同じく青森県の郷土料理である

「ひっつみ」に変更。小麦粉を使ったすいとんのようなイメージのもの。 

・２月  

 ２日：節分にちなんだ献立。                                

１４日：バレンタイン給食。まるやまドーナツという地場産物を使用したドーナツを

提供する。 詳細はのちほど説明する。 

１５日：秋田県の料理。寒い時季なので寒い地方の料理にした。たらの子炒りという 

のは、たらこ、糸こんにゃく、人参、ネギなどを炒ったもの。だまこ鍋は、うるち 

米を炊いて潰してピンポン玉状にしたものが入っている汁になる。 

２７日：チキンフリカッセは、フランスの家庭料理。鶏肉、玉ねぎなどを生クリーム 

で煮込んだもの。ミルメークは、寒い時季は牛乳が残りがちになるのでできるだけ 

残さず飲んでほしいので取り入れている。 

・３月  

 １日：２月同様、３日が日曜日なので前倒しで桃の節句にちなんだ献立。ひなまつ 

りデザートはゼリーの予定。 

４日～８日；中学３年生が卒業を控えていることから、１１月に調査したリクエス 

ト給食をもとに、人気献立を取り入れている。４日に１位のカレー、５日に２位の 

ココア揚げパンを入れている。７日は、お祝いデザートで中学校のみとしている。 

１１日：防災給食ということで、非常食に用いられるような（自分で作る）おにぎり

と炊き出しであるような豚汁を予定。 

１２日：イギリスの料理。フィッシュアンドチップスとスコッチブロスを予定。スコ

ッチブロスは、大麦と野菜を煮込んだ具だくさんのスープ。 

１４日：中学校同様、小学校の卒業祝い献立。小学校のみお祝いデザートとしてケー

キを予定。 

２２日：地場産給食ということで、地場産物をたくさん使用した給食を提供する。 

 

【質問・意見等】 

（小学校給食主任）献立については特にないが、校長から、学校のホームページに 

   掲載したい献立とかがあれば事前に言ってほしいとのことであった。 

（中学校給食主任）これから雪が心配。公共交通機関で来れない時点で給食を取りや

めるとかしてほしい。給食センターの皆さんには無理をしないでほしい。 

（課長）学校内でそういった話が出るのか。学校の休校とは学校長の判断になる。昨

年は、須々万中と沼城小が休校にした。 

  （中学校給食主任）突然休校ということになると、特に小学校は送迎などで保護者が
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困ることにもなる。 

  （ＰＴＡ代表）雪の日は送迎しないと子どもたちが困るだろうし、なかなか判断が難

しい。学童に行ける子ならいいが、学童も急に受け入れるというのは難しいだ

ろう。 

（課長）物資は前日納品か。 

（栄養教諭）ほとんどが前日には納品されている。 

（課長・所長）とにかく早めに決定していただければありがたい。 

 （中学校給食主任）校長に伝えておく。 

（所長）他に特に質問や意見等がないようであれば、ご了承いただいたということで、

３学期の献立についてはこの案で進めさせていただく。なお、直近の食材等の

関係で若干変わる場合があるが、それについても併せてご了承いただきたい。 

 

３ その他 

⑴ 給食時間の変更について 

【所長】 

学校行事に伴って給食時間を変更してほしい、早く食べれる献立にしてほしいという

要望が２学期に数回あり、対応をした。時間であれば、早くても１１時過ぎであれば対

応が可能。献立によっては調理員さんの勤務体制の調整も必要になるので、早目に情報

をいただけると助かる。 

献立の変更についても、献立を立てる時点で次の学期の食材等の見積を実施し、発注

するので、行事等でわかっているものがあれば、２か月前ぐらいに情報をいただけると

大変助かる。無理な場合は１か月前でも問題ない。 

⑵ 嘔吐物への対応について 

【所長】 

資料は、令和元年度及び昨年度のこの協議会で配付した資料と同じ内容のもの。季節

的に色々なウイルスに感染する恐れがあるので、再度配付をした。 

おう吐で汚れた食器については、洗浄消毒の上、食器のみをビニール袋に入れていた

だき、配膳室ではなくセンター事務室に返却いただきたい。 

⑶ 試食会（まるやまドーナツ） 

【所長】 

 大潮地区に周南市地域おこし協力隊として着任した杉のどかさんと大潮田舎の店の皆

さんがおからを活用した新商品の開発に取り組まれ、商品として販売することとなった

「まるやまドーナツ」を２月１４日のバレンタイン献立で提供する。給食で提供するに

あたり、試食を行っていただきたい。 

 → プレーン・きなこに決定 

 

次回、第３回の協議会は、３月初旬ごろの開催予定。事前に日程調整をさせていただ

く。（閉会） 


